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主
おも

なワークの種
しゅ

類
るい

  グループワーク

就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

【 目
もく

的
てき

】

　☑ 合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

とは何
なに

かを知
し

る

　☑ 合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の検
けん

討
とう

方
ほう

法
ほう

を知
し

る

　☑ 事
じ

例
れい

から、具
ぐ

体
たい

的
てき

にどんな合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

があるのかを知
し

る



1訓練用途以外での使用・転用不可

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

  働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとは人
ひと

それぞれ

人
ひと

により、障
しょう

害
がい

や疾
しっ

患
かん

・国
こく

籍
せき

・性
せい

別
べつ

・年
ねん

齢
れい

などが異
こと

なるように、

働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとは人
ひと

それぞれです。

例
たと

えば、障
しょう

害
がい

や疾
しっ

患
かん

により「立
た

ち仕
し

事
ごと

が難
むずか

しい」ということや

「周
まわ

りの話
はな

し声
ごえ

が気
き

になり、業
ぎょう

務
む

に集
しゅう

中
ちゅう

できない」ということも

働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとと言
い

えます。

皆
みな

さんは、働
はたら

く上
うえ

でどんなことに困
こま

りごとがあるでしょうか？

なかなか

意
い

見
けん

が言
い

えない

優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

を

つけることが苦
にが

手
て

話
はな

し声
ごえ

が気
き

になる

働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとは人
ひと

それぞれ

立
た

ち仕
し

事
ごと

は困
こんなん

難

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

が恐
こわ

い

口
こう

頭
とう

指
し

示
じ

は苦
にが

手
て



2 訓練用途以外での使用・転用不可

  合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を知
し

ろう

困
こま

りごとがあるまま働
はたら

くことで、非
ひ

効
こう

率
りつ

な業
ぎょう

務
む

に繋
つな

がったり、

他
ほか

の人
ひと

との違
ちが

いにより様
さま

々
ざま

な我
が

慢
まん

をしてしまったりするなど、

本
ほん

人
にん

にとっても会
かい

社
しゃ

にとっても望
のぞ

ましくない状
じょう

態
たい

になりがちです。

そこで、お互
たが

いが働
はたら

きやすい状
じょう

態
たい

を実
じつ

現
げん

することを目
め

指
ざ

し、

平
へい

成
せい

28 年
ねん

4 月
がつ

に「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」が法
ほう

で定
さだ

められました。

  ワンポイントアドバイス

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

とは、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

がより生
い

きやすく、働
はたら

きやすくなるために、

周
しゅう

囲
い

が必
ひつ

要
よう

なサポートや配
はい

慮
りょ

を検
けん

討
とう

・実
じっ

施
し

することです。

障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

に関
かか

わらず、すべての人
ひと

にとって平
びょう

等
どう

・公
こう

正
せい

な人
じん

権
けん

および

基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

がある状
じょう

態
たい

を前
ぜん

提
てい

として法
ほう

（※1）で定
さだ

められました。

（※1） 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

）
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Ｃさんのケース

就
しゅう

職
しょく

が決
き

まった C さんでしたが、働
はたら

くことにブランクがあったため

「しっかりと安
あん

定
てい

して働
はたら

けるだろうか」と

一
ひと

人
り

で悩
なや

みを抱
かか

えてしまい、不
ふ

安
あん

が強
つよ

くなっていました。

また、新
あたら

しい環
かん

境
きょう

に慣
な

れるまでは不
ふ

安
あん

と緊
きん

張
ちょう

から

体
たい

調
ちょう

を崩
くず

してしまうことや、業
ぎょう

務
む

量
りょう

が多
おお

すぎても

少
すく

なすぎても心
しん

配
ぱい

になる可
か

能
のう

性
せい

も予
よ

測
そく

していました。

※「職
しょく

場
ば

での合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

ガイドブック」から事
じ

例
れい

を抜
ばっ

粋
すい

くなっていました。

  見
み

てみよう

C さんの事
じ

例
れい

から、C さんの困
こま

りごとに合
あ

わせて検
けん

討
とう

した

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の内
ない

容
よう

を見
み

てみましょう。

C さんに対
たい

しての合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の内
ない

容
よう

C さん・支
し

援
えん

者
しゃ

・企
き

業
ぎょう

の人
じん

事
じ

担
たん

当
とう

者
しゃ

で合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の話
はな

し合
あ

いを行
おこな

い、

主
おも

に次
つぎ

の 3 つを合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

として実
じっ

施
し

することにしました。

●  最
さい

初
しょ

から無
む

理
り

をして体
たい

調
ちょう

を崩
くず

してしまわないよう、時
じ

短
たん

勤
きん

務
む

からスタートし、

　 徐
じょ

々
じょ

にフルタイム勤
きん

務
む

を目
め

指
ざ

していくことになった

●  人
ひと

混
ご

みが心
しん

労
ろう

に繋
つな

がるため、通
つう

勤
きん

ラッシュを避
さ

けた 10 時
じ

を出
しゅっ

勤
きん

時
じ

間
かん

とした

●  業
ぎょう

務
む

量
りょう

の調
ちょう

整
せい

のため、上
じょう

司
し

と一
いっ

緒
しょ

に業
ぎょう

務
む

の一
いち

覧
らん

化
か

を行
おこな

った

結
けっ

果
か

Ｃさんが入
にゅう

社
しゃ

して数
すう

ヶ
か

月
げつ

後
ご

には、時
じ

短
たん

勤
きん

務
む

で安
あん

定
てい

して働
はたら

ける状
じょう

態
たい

だったことから

Ｃさん・支
し

援
えん

者
しゃ

・企
き

業
ぎょう

の人
じん

事
じ

担
たん

当
とう

者
しゃ

の面
めん

談
だん

を経
へ

て、

フルタイム勤
きん

務
む

に変
へん

更
こう

になりました。

行った

時
じ

短
たん

スタート

通
つうきん

勤ラッシュ
避
さ

ける



4 訓練用途以外での使用・転用不可

  合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の検
けん

討
とう

方
ほう

法
ほう

必
ひつ

要
よう

な配
はい

慮
りょ

事
じ

項
こう

は本
ほん

人
にん

や家
か

族
ぞく

・支
し

援
えん

者
しゃ

・企
き

業
ぎょう

側
がわ

にて検
けん

討
とう

します。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の検
けん

討
とう

の進
すす

め方
かた

を下
した

のフローで確
かく

認
にん

していきましょう。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の進
すす

め方
かた

 相
そう

談
だん

・確
かく

認
にん

入
にゅう

社
しゃ

前
まえ

、本
ほん

人
にん

・支
し

援
えん

者
しゃ

・企
き

業
ぎょう

間
かん

にて、

まずは、働
はたら

く上
うえ

でどんな困
こま

りごとがあるのかを

整
せい

理
り

します。※ 家
か

族
ぞく

が参
さん

加
か

する場
ば

合
あい

がある

 話
はな

し合
あ

い

働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとに対
たい

して、

どんなアプローチができるか本
ほん

人
にん

側
がわ

と企
き

業
ぎょう

側
がわ

で話
はな

し合
あ

い、

配
はい

慮
りょ

事
じ

項
こう

を決
けっ

定
てい

します。

※ 本
ほん

人
にん

側
がわ

に支
し

援
えん

者
しゃ

や家
か

族
ぞく

が入
はい

る場
ば

合
あい

がある

 配
はい

慮
りょ

の実
じっ

施
し

本
ほん

人
にん

側
がわ

と企
き

業
ぎょう

側
がわ

で合
ごう

意
い

した配
はい

慮
りょ

を実
じっ

施
し

します。

 配
はい

慮
りょ

について
　見

み

直
なお

し・改
かい

善
ぜん

実
じっ

施
し

した配
はい

慮
りょ

が解
かい

決
けつ

に有
ゆう

効
こう

だったか、

他
ほか

に調
ちょう

整
せい

が必
ひつ

要
よう

なことがないかなど、

働
はたら

きながら本
ほん

人
にん

側
がわ

も企
き

業
ぎょう

側
がわ

も定
てい

期
き

的
てき

に見
み

直
なお

します。
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  合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

に関
かん

する相
そう

互
ご

検
けん

討
とう

資
し

料
りょう

配
はい

慮
りょ

事
じ

項
こう

の検
けん

討
とう

には「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

に関
かん

する相
そう

互
ご

検
けん

討
とう

資
し

料
りょう

」を使
し

用
よう

することができます。

  合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の注
ちゅう

意
い

点
てん

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

は、本
ほん

人
にん

が求
もと

める配
はい

慮
りょ

がすべて実
じっ

施
し

されるということではなく、

本
ほん

人
にん

と企
き

業
ぎょう

が本
ほん

当
とう

にその配
はい

慮
りょ

が実
じつ

現
げん

可
か

能
のう

であるかを考
かんが

えた上
うえ

で決
けっ

定
てい

します。

例
たと

えば、スロープ設
せっ

置
ち

などの設
せつ

備
び

的
てき

な配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

でも、

工
こう

事
じ

費
ひ

用
よう

が高
こう

額
がく

であれば、設
せつ

備
び

工
こう

事
じ

以
い

外
がい

の配
はい

慮
りょ

が検
けん

討
とう

されることもあります。

【資
し

料
りょう

①】 【資
し

料
りょう

②】

本
ほん

人
にん

が配
はい

慮
りょ

を受
う

けたいことを

チェック・記
き

載
さい

し、

企
き

業
ぎょう

とともに配
はい

慮
りょ

事
じ

項
こう

を検
けん

討
とう

する。

企
き

業
ぎょう

側
がわ

が記
き

入
にゅう

し、

本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

する配
はい

慮
りょ

と、

合
ごう

意
い

した配
はい

慮
りょ

を書
か

き留
と

めておく。
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  自
じ

分
ぶん

でできる対
たい

処
しょ

から考
かんが

えよう

自
じ

己
こ

対
たい

処
しょ

により働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとを解
かい

消
しょう

できることもあります。

自
じ

分
ぶん

が困
こん

難
なん

だと思
おも

っていたことが、実
じっ

際
さい

にやってみると無
む

理
り

なくできたり、

少
すこ

しの工
く

夫
ふう

により困
こん

難
なん

さが軽
けい

減
げん

したりするケースも実
じっ

際
さい

にあります。

企
き

業
ぎょう

側
がわ

に合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を求
もと

める前
まえ

に、

まずは自
じ

分
ぶん

で対
たい

処
しょ

できることがないかを考
かんが

えておくと良
よ

いでしょう。

（例
れい

）症
しょう

状
じょう

により音
おと

に敏
びん

感
かん

な方
かた

の配
はい

慮
りょ

と対
たい

処
しょ

自
じ

分
ぶん

でできる対
たい

処
しょ

●  上
じょう

司
し

や主
しゅ

治
じ

医
い

に相
そう

談
だん

する

●  服
ふく

薬
やく

管
かん

理
り

で敏
びん

感
かん

さを緩
かん

和
わ

する

●  耳
みみ

栓
せん

やノイズキャンセリングヘッドホンの使
し

用
よう

を企
き

業
ぎょう

に相
そう

談
だん

する　など

企
き

業
ぎょう

側
がわ

ができる配
はい

慮
りょ

●  集
しゅう

中
ちゅう

できる静
しず

かな環
かん

境
きょう

の席
せき

を用
よう

意
い

する

●  周
しゅう

囲
い

の人
ひと

に急
きゅう

に大
おお

きな音
おと

を出
だ

さないよう周
しゅう

知
ち

する　など
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自
じ

分
ぶん

でできた対
たい

処
しょ

の内
ない

容
よう

Ｄさんはミスが多
おお

くなった理
り

由
ゆう

を考
かんが

え、他
ほか

の業
ぎょう

務
む

にはマニュアルがあるが、

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

にはマニュアルがないことに気
き

づきました。

細
こま

かいミスを防
ふせ

ぐために、

Ｄさんは電
でん

話
わ

の取
と

り次
つ

ぎ方
かた

などを記
き

載
さい

した

「電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

マニュアル」を作
さく

成
せい

しました。

結
けっ

果
か

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

マニュアルにより業
ぎょう

務
む

手
て

順
じゅん

が分
わ

かりやすくなったためミスが減
へ

り、

スムーズに電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

ができるようになりました。

  見
み

てみよう

働
はたら

く上
うえ

での困
こま

りごとに対
たい

して、

自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で行
おこな

った対
たい

処
しょ

により解
かい

消
しょう

できた D さんの事
じ

例
れい

を見
み

ていきましょう。

Ｄさんのケース

入
にゅう

社
しゃ

後
ご

少
すこ

しずつ業
ぎょう

務
む

を覚
おぼ

えるＤさんを評
ひょう

価
か

し、

企
き

業
ぎょう

側
がわ

から「新
あたら

しい業
ぎょう

務
む

として電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

をやってみませんか？」

と提
てい

案
あん

されました。

しかし、いざ電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

を始
はじ

めてみると

これまでと違
ちが

い、細
こま

かいミスが見
み

られました。

をやってみませんか？」

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

マニュアル

オリジナル
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Ｅさんのケース

Ｅさんは、人
ひと

に頼
たの

むことが苦
にが

手
て

であるため、どんなに仕
し

事
ごと

量
りょう

が多
おお

くても

自
じ

分
ぶん

一
ひと

人
り

で業
ぎょう

務
む

を片
かた

付
づ

けようとしてしまいます。

入
にゅう

社
しゃ

当
とう

初
しょ

は、E さんの人
ひと

に頼
たよ

ることが苦
にが

手
て

な面
めん

を理
り

解
かい

し、

上
じょう

司
し

から声
こえ

かけをするなどして気
き

遣
づか

ってくれましたが、

最
さい

近
きん

は職
しょく

場
ば

になじみ、業
ぎょう

務
む

も慣
な

れたからか、

配
はい

慮
りょ

がなくなってしまいました。

解
かい

し、

ってくれましたが、

  グループワーク

下
した

のＥさんのケースを読
よ

み、企
き

業
ぎょう

側
がわ

ができる配
はい

慮
りょ

と自
じ

分
ぶん

でできる対
たい

処
しょ

に

それぞれどんなことがあるか、グループで検
けん

討
とう

しましょう。

① 自
じ

分
ぶん

でできる対
たい

処
しょ

（ E さんは、自
じ

分
ぶん

が働
はたら

きやすくなるためには何
なに

ができるだろうか）

② 企
き

業
ぎょう

側
がわ

ができる配
はい

慮
りょ

( 企
き

業
ぎょう

側
がわ

は、E さんが働
はたら

きやすくなるためには何
なに

ができるだろうか )
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  お互
たが

いにとって働
はたら

きやすい環
かん

境
きょう

を目
め

指
ざ

して

社
しゃ

員
いん

それぞれが強
つよ

みやスキルを活
い

かして働
はたら

ける職
しょく

場
ば

は

良
よ

い職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

であると言
い

えます。

良
よ

い職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

をつくっていくためには企
き

業
ぎょう

と本
ほん

人
にん

どちらかの工
く

夫
ふう

だけでなく、

共
とも

に働
はたら

きやすさを考
かんが

える協
きょう

力
りょく

姿
し

勢
せい

が何
なに

より大
たい

切
せつ

です。

また、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を検
けん

討
とう

する際
さい

に、

企
き

業
ぎょう

側
がわ

に対
たい

し過
か

度
ど

な配
はい

慮
りょ

を求
もと

めたり、反
はん

対
たい

に何
なん

でも自
じ

分
ぶん

で対
たい

処
しょ

しようとして

心
しん

身
しん

に負
ふ

担
たん

をかけすぎてしまったりしがちです。

極
きょく

端
たん

な考
かんが

えにより自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に負
ふ

担
たん

をかけないよう、気
き

を付
つ

けましょう。

お互
たが

いに働
はたら

きやすい環
かん

境
きょう

を目
め

指
ざ

す



本
ほん

日
じつ

の学
まな

び・気
き

づき・明
あ

日
す

から実
じっ

践
せん

できそうなこと

おわりに
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入
にゅう

社
しゃ

が決
き

まってから合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

について考
かんが

えるのではなく、

訓
くん

練
れん

している今
いま

から「どんな困
こま

りごとがあるか」、

「どんな配
はい

慮
りょ

があると安
あん

心
しん

できるか」ということを

支
し

援
えん

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に検
けん

討
とう

していきましょう。

また、体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

い、実
じっ

際
さい

に働
はたら

いた経
けい

験
けん

から

自
じ

分
ぶん

の困
こま

りごとについて考
かんが

えていくのも良
よ

いでしょう。




